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今まで救急外来の混雑はinput factor(受診者数や搬送された救急車台数など救急外
来の流入に関する因子)、 output factor(病床利用率など、救急外来から病棟のアクセ
スを阻害する因子)が最も重要な因子であるとされていた。 しかし、本論文において、
申請者は2010年から2年間、福井県立病院の救急外来を受診 した患者のデータを用い
て、救急外来で行われる検査が患者の滞在時間を延長させるもつとも重要な因子であ
ることを明らかにした。この結果より、救急外来の混雑を改善させるためには、検査
の時間を短縮すること、または有益でない検査を減 らすことが最も有効であると考え
られた。今まで救急外来の混雑を減 らすために日本では、救急外来の受診者制限や救
急車の受け入れ拒否を行っていたが、本論文ではこれ らの対策は救急外来の混雑解消
に効果的でないことも示唆された。本論文は日本の救急外来の混雑解消ための重要な
知見になると思われる。
申請者は本論文において、電子オーダリングシステムから患者の滞在時間や他の変
数を抜き出している。この方法は先行研究と一致してお り、適切であると考えられる。
次に統計解析では、目的変数が分布を分析 し、適切な統計手法を用いて検討 している。
具体的には目的変数の救急外来滞在時間は正規分布 していなかったため、対数変換や、
一般化線形モデルを用いて分析 してお り、分析方法の妥当性も検討を行っている。
このように本論文の背景である日本における救急外来の混雑について資料を用いて
適切に説明し、この研究の重要性を明らかにしている。考察において、何故このよう
な結果になったのか先行研究を引用 しながら分析を行つている。また同様に今回の論
文の新規性についても先行研究と比較 しながら述べている。以上から、結果の考察も
適切に行っていて、本学学位論文として十分価値があるのもと判断する。
(平成 27年 5月 7日)
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上記の者に対し, 試問により,学位論文を中心とした関連分野について試
筆 答
問を行った結果 と判定した。
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